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2025 年度藤原賞の受賞者決まる 
 

受賞者：佐藤正樹（東京大学・横浜国立大学） 

業 績：全球非静力学モデルの開発と大気高解

像度モデリング研究等を通じた気象学

の発展への功績  

選定理由： 

地球大気において積雲対流は熱の鉛直輸送を

通して平均的な温度構造の形成に寄与するだけ

でなく，組織化されて様々なメソ対流システム

を形成する．特に熱帯では，熱帯低気圧や積雲

クラスター，熱帯収束帯などのマルチスケール

の構造の形成やハドレー循環の形成にも寄与し

ている． 

佐藤正樹氏は，湿潤大気の放射対流平衡の研

究（業績 1），軸対称なハドレー循環に関する力

学的研究（業績 2）に取り組んだ後，正二十面体

を分割して地球全体をほぼ一様な間隔で覆う非

静力学雲解像モデルNICAMを富田浩文氏と共に

開発した（業績3）．NICAMは当時世界最速のス

ーパーコンピュータ「地球シミュレータ」の性

能を最大限に活かし，地球の熱源とも言える熱

帯域の雲降水システムの振る舞いを陽に計算す

ることを可能にした（業績 4）．大気モデリング

研究において大きな革新をもたらしたこの功績

により，佐藤氏は 2007 年度に日本気象学会賞を

富田氏と共同で受賞した． 

佐藤氏はその後も日本のフラッグシップコン

ピュータ「京」・「富岳」上でNICAMを用いた研

究開発を主導し（業績 5・6），積雲対流の組織化

やそのマルチスケール構造の研究（業績 7），熱

帯低気圧や雲の気候変化研究（業績 8）等を推進

するとともに，宇宙航空研究開発機構（JAXA）

と衛星シミュレータを共同開発するなど地球観

測衛星に関する連携研究も推進した（業績 9）．

特に，2024年のEarthCARE衛星の打ち上げに向

けては，NICAM で作成した擬似観測データを活

用することで，衛星データの解析手法の事前検

証やリトリーバル手法の開発準備を可能とした

（業績 10・11）．一方，近年NICAMと同様な全

球kmスケール格子モデルの開発が海外でも進む

中（業績 12），それらの相互比較実験プロジェク

ト DYAMOND を主導しつつ（業績 13），日本学

術振興会研究拠点形成事業「全球嵐解像解析の

国際拠点形成」の課題代表を務めるなど，当該

分野の国際連携ネットワークの構築を牽引して

きた． 

佐藤氏は東京大学の教員として多数の博士・

修士課程修了生を輩出するとともに，地球気候

系の診断に関するバーチャルラボラトリーやイ

ンターンシップ，University Allied Workshop，

NICAM 開発者会議，「全球嵐解像解析の国際拠

点形成」等において，次世代の研究者育成にも

尽力した．また，大気力学・大気科学の基礎か

ら大気循環力学・大気大循環モデルに至るまで

を体系的に記述した教科書も執筆した（業績 14）． 

一方，佐藤氏は日本気象学会理事として 2010

年～2022 年に気象集誌編集委員長を務めたほか，

最近では学術委員会委員長として「日本の気象

学の現状と展望 2024」の取りまとめを主導した．

また，気象庁「線状降水帯予測精度向上ワーキ

ンググループ」主査など，各種政策・学術関連

の委員も歴任し，専門知識を活かした社会貢献

活動に積極的に取り組んでいる．国際的には，

Asia Oceania Geosciences Society（AOGS）にて大

気科学分野セクションプレジデント（2021~2024）

を務めたほか，世界気象機関・世界気象研究計

画（WMO/WWRP）のタスクチーム委員として

地球温暖化に伴う熱帯低気圧の変化に関するレ

ビューをまとめ（業績 15），気候変動に関する政

府間パネル（IPCC）第 1 作業部会第 6 次評価報

告書ではLead Authorを務めた（業績16）． 

以上のように，佐藤氏が全球非静力学モデル

の開発と大気高解像度モデリング研究等を通じ

て気象学の発展に尽した功績はめざましく，日

本気象学会は佐藤正樹氏に 2025 年度日本気象学

会藤原賞を贈呈するものである．  
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